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13.2 PDF の準備
PDFの仕様とストレージへの格納方法について説明します。

PDF仕様
以下のとおりです。

*1 PDF のファイルサイズが大きい場合や表示ページに図や写真が多い場合、読み込みに時間がかかります。
*2 PDF をフォント埋め込みで作成すると、［転送フォント］に関係なく表示できます。

ストレージへの格納方法
エクスプローラを使う方法と、ストレージマネージャを使う方法があります。

• エクスプローラ
ストレージドライブを開き、使用する画像ファイルを格納します。

• ストレージマネージャ（フォルダパス未指定時のみ）
使用する PDFファイルを C:\MONITOUCH\User\PDF（デフォルト）に格納し、ストレージマネージャで書き込みます。

項目 仕様
ファイル名 • PDFxxxxx.pdf（xxxxx：00000 〜 99999）（ファイル No.指定する場合）

• 任意のファイル名 .pdf（半角 64 文字以内、全角 32文字以内）

ファイルサイズ 制限なし  *1

ページ数 1 ファイルにつき、最大 65535 ページ
対応言語 画面データの［転送フォント］として選択されている言語  *2

（プロジェクトビュー→［システム設定］タブ→［フォント設定］→［転送フォント］）
PDF のバージョン 1.0〜 1.7

PDF の格納先 • PDF ビューアから選択して表示時
 特に指定はありません。

• スイッチ機能、PLC の指令（制御デバイス）で表示時
- フォルダパス指定時
 任意の指定フォルダ

- フォルダパス未指定時（デフォルト）
 （出力ドライブ）\（アクセスフォルダ）\PDF

アクセスフォルダについて詳しくは、「8.2   アクセスフォルダ」 P 8-2 を参照。

詳しくは「8.3.11   PDF ファイルの格納」 P 8-25 を参照。
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